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操作マニュアル

この操作マニュアルでは、Z-BFM の概要と、初めて操作する際に必要な手順

や方法を紹介しています。



１．営農計画策定支援システム　Z-BFMの概要 

経営資源を生かし、効率の良い経営成果をあげるためには、条件に応じた複数の営農計画を策定す

る必要があります。しかし、合理的な営農計画を策定することは煩雑で難しいものがあります。そこ

で、合理的な作付け計画を簡易に計算できる営農計画策定支援システム（以下　Z-BFM とする）を

開発しました。

Z-BFM（Builder of Farming Model）では、営農条件（経営条件、作物体系、販売単価、種苗費、

肥料費、農薬衛生費等）を入力することで、農業所得の最大化を実現させる営農計画案（最適解）を

算出することができます。

最適計画案の決定

再設定（入力・修正） 再設定（入力・修正）

図１　操作の流れ

Z-BFM の

インストール

起動

経営概況の入力

営農条件の登録

経営指標の選択

最適計画案の計算 試算計画実行

経営指標のデータベース 

の読込・追加・修正

最適計画案一覧

（ケース 1～ 5） 

試算計画一覧

（ケース 1～ 5）
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２．操作の概要

内　容 ページ 手　順　の　流　れ

１
ソフトの

ダウンロード方法
3

Z-BFMのソフトウェアを、インターネット経由でインストール

し、使用できる環境を設定します。 

２ 起動 5 ソフトウェアを立ち上げるまでの操作です。

３ 経営概況の入力 6
耕地面積や労働力、作付作物、資本装備を入力し、基本条件

を設定します。

４ 営農条件の登録 11

経営概況で入力した項目について、修正や制限をかけること

ができ、労働時間や賃金、農繁期における臨時雇用などを調

整することで現実に即した計画をたてることにつながりま

す。

５ 経営指標の入力 13

経営指標は、最適な作物栽培の組合せを計算するための、平

均的な収量や単価・粗収益・種苗費・肥料費・農薬衛生費・

労働時間などのデータです。

６ 最適計画案の作成 20

入力した労働条件と選択した栽培体系において、農業所得が

最大になる作物の組合せや面積などを算出するとともに、複

数の計画案を比較検証することができます。

７ 試算計画実行 26

試算計画では、これまで比較した案の「10a当たりの収量や単

価、労働力、労働費など」を変更することができます。これ

により、収量・単価などの変化が経営成果に及ぼす効果を検

討できます。

８ 試算計画一覧 28 現状と修正した計画案などを、比較するための一覧です。
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３．Z-BFMの操作（基本）

ここでは、項目ごとに操作の概要と手順を示しており、はじめて操作する際の手引きとなる入力例

を示しています。

１）ソフトのダウンロード方法（インターネット経由）

Z-BFMのソフトウェアを、インターネット経由でインストールし、使用できる環境

を設定します。

【手順】

（1）インターネットへの接続環境があるパソコンで、下記のアドレスにアクセスします。

http://fmrp.dc.affrc.go.jp/programs/

（2）図２の中から「営農計画策定支援システム Z-BFM Ver3」をクリックすると、図３の Web サイ

トが表示されます。

図２　「農研機構 経営管理システム」内の「開発プログラム」Web サイト
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（3）図３の「ダウンロードはこちらから」をクリックし、ダウンロードまでの所定の手続きを行

うことで、「z-bfm_***.exe（*** はバージョン）」をダウンロードします。

図３　Z-BFM の紹介 Web サイト

＊　最終的なダウンロードを行うまでには、「所在地」や「利用者タイプ」等を選択入力する手続

きがあります。ここで入手する情報は、Z ｰ BFM がどのような方々にダウンロードされている

のかを把握することが目的であり、それ以外のことに利用いたしません。

＊　ダウンロードの時は「実行」と「保存」を選択できますが、必ず「保存」をクリックしてください。

（4）ダウンロードしたファイルをダブルクリックすると、所定の位置に Z-BFM フォルダが解凍さ

れます。

＊　Z-BFM フォルダはネットワークでつないだハードディスク等へ置いて利用しないでください。

＊　新しいバージョンが公開された場合は、新しい機能の追加や不具合の修正が含まれています。

その都度ダウンロードすることをお勧めいたします。なお、お使いの Z-BFM のバージョンは

システム起動時のメニュー画面（図 5：5ページ）で確認できます。
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２）起動

ソフトウェアを立ち上げるまでの操作です。

【手順】

（1）フォルダ Z-BFM 内にある Excel のファイル（図４）をダブルクリックします。

図４　起動ファイル

（2）Z-BFM が起動し、図５のメニュー画面が表示されます。

（3）メニュー（図５）の [ 新たにデータを入力する ] ボタンをクリックすると、経営指標の入力

に使う経営概況シート（図６）が表示されます。

＊　参考：Z-BFMで作成したブック形式（拡張子がxlsまたは、xlsm）で保存したブックを開く時は、

図５のメニューの [ 既存のデータファイルを利用する ] をクリックして、保存したファイル

を開きます。（30 ページを参照）

図５　システム起動時のメニュー画面
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３）経営概況の入力

耕地面積や労働力、作付作物、資本装備を入力し、基本条件を設定します。

【手順】

[経営概況 ]の上部から次の（1）～（3）の順に入力します（図６）

図６　経営概況シート

＊　ここで入力する項目は、後ほど修正が可能です。

＊　耐用年数は（既存装備設定以外も）機械装備は７年、施設装備は 15 年として定額法で減価償

却費が自動計算されます。

１

２

３

４
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（1）経営耕地面積、労働力ならびに経営収支の設定：１

全ての計算の基礎となる、現在経営している耕地面積と労働力および経営収支を入力します。

＊　臨時雇用：年間に雇用しているのべ人日を入力します。

（2）現在の作付作物、資本装備の設定：２

現在、作付している作物や所有している資本装備を入力します。（[ 既存設定 ] のボタンを押す

と選択式になります。）機械装備や施設装備の減価償却額は、固定費として自動計算されます。

＊　名称が設定ボタンにない場合は入力します。

＊　設定ボタンで自動入力される取得額と実際の取得額が異なる場合は修正します。

（3）新規に計画している作付作物、資本装備の設定：３

新規で作物や資本装備を検討している場合は入力します。（新たな資本装備も既存の資本装備に

加算され減価償却額が固定費として自動計算されます。）

（4）図６の１～３を入力し、右上にピンクで表示されている [営農条件へ反映 ]のボタンをクリッ

クします。４
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【入力例】

① 自作地（畑：2.0ha）　借地（なし）を家族２人と臨時雇用（0人日 /年）で経営している。

図７　経営耕地、労働力ならびに経営収支の設定

② 作物はメロン（0.3ha）、スイカ（0.2ha）、トウモロコシ（0.4ha）、ダイコン（0.4ha）、キャベツ

（0.7ha）、ゴボウ（0.2ha）を栽培している。

 

―10―

図８　現在の作付作物の設定

― 8 ―



③　既存の機械装備は、乗用トラクター 30ps、サブソイラー、トレンチャー、ロータリー、畝立て

マルチャー、育苗用播種機を保有している。

　  また、施設装備は、倉庫（30 坪）3,500 千円、農機具庫（60 坪）6,200 千円を保有している。

　＊「既存装備設定」ボックスに候補がないものの場合は、名称および取得金額を入力します。

―11―

図９　現在の資本装備の設定
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④　入力内容を確認し、右上にピンクで表示されている「営農条件へ反映」ボタンをクリックします。

図 10　経営概況を入力した画面
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４）営農条件の登録

　経営概況で入力した項目について、修正や制限をかけることができ、労働時間や

賃金、農繁期における臨時雇用などを調整することで現実に即した計画をたてるこ

とにつながります。

常時従事者の人数、経営耕作面積および固定費は、経営概況で入力した数値が反映されています。

その他は、モデル数値を表示しています。

【手順】

（1）セル内がオレンジ色の項目は、修正することができます。

（2）従事者の労働時間や年間賃金、経営耕地（田、畑、ハウスなど）面積、借地料、転作割合な

どを入力・修正します。

＊　固定費の機械償却費、建物償却費は経営概況シートの既存および新規の装備設定から自動計

算で表示されていますが、現状と異なる場合は修正して下さい。

図 11　営農条件の登録画面

＊　固定費のその他は、仕分けできない場合（経営全体に共通するリース料、修繕費、安価な物

財費等）に用います。

＊
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営農条件入力後に、マウスを右クリックして表示されるショートカットメニューの [Z-BFM]-[ 経

営指標 ]-[ 新規シート ]をクリックします（図 12）。

図 12　経営指標の新規シートへの移行

（4）経営指標のシート（図 13）が表れます。

図 13　経営指標の新規シート

―14―
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５）経営指標の入力

経営指標は、最適な作物栽培の組合せを計算するための、平均的な収量・単価・

粗収益・種苗費・肥料費・農薬衛生費・労働時間などのデータです。

既に入力された経営指標データを読み込んで計算する場合と、データを入力して計算する場合が

あります。初めに既に入力されている経営指標データを読み込む手順を説明し、後に入力する場合

を説明します。

＜既に入力されている経営指標データを読み込んで計算する場合＞

【読み込み手順】

（1）経営指標の新規シートにおいて、ショートカットメニューの [Z-BFM]-[ 経営指標 ]-[ 開く ] 

（図 14）をクリックし、選択画面（図 15）で [野菜作経営 .bfm] を選択します。

図 14　経営指標のサイドメニュー表示

図 15　経営指標の選択画面

―15―
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図 16 が表示されます。

＊単位：10 ａ当たり 

図 16　野菜作経営 .bfm

（2）編集する場合は、編集したい作目 No. の左端のチェックボックスをクリックし、ショートカッ

トメニュー [Z-BFM]-[ 経営指標 ]-[ 編集（選択作目のみ）]（図 17）をクリックします。

【入力例　野菜作経営 .bfm】

＊単位：10 ａ当たり

図 17　編集画面への移行
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（3）図 18 が表示されますので、変更したい数値を入力し、ショートカットメニュー [Z_eDB]-[ 確

定 ]をクリックします。

＊　新規に品目を追加入力する場合は、ショートカットメニュー [Z_eDB]-[ 追加（新規）] から

入力した後に [確定 ]をクリックします。

＊　不要な経営指標データは削除することができます。必ず先に[確定]してから[削除]をクリッ

クしてください。

図 18　経営指標の編集画面

＊ 1　「72）圃場利用 / 始」、「73）圃場利用 / 終」の入力が必要となります。ここでの“作付け”の

示す意味は、圃場（田・畑）を使用する期間をいいます。圃場を耕耘するなどの時期から、

作物を片付けるまでの期間になります。セルをクリックして該当する旬を選択してください。

旬を選択しない場合は、自動的に作付開始は上旬、作付終了は下旬とみなして計算します。（圃

場を使用しない育苗などの期間は“作付開始”に含まれません。）

　正確なデータとするためには、“作付地目”や“転作作物”の項目についても入力すること

が必要となります。

＊ 2　「74）作付下限」、「75）作付上限」は作付したい面積の最小、最大面積を指定したい場合に、

入力することが必要となります。

＊ 1、2
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（4）経営指標は、コピーを作ることができます。上記（2）により図18の編集画面を開きます。ショー

トカットメニュー [Z_eDB]-[ コピー ] をクリックすると自動的に作型・品目などに「コピー」

と入った新しい指標が作成されます（図 19）。

図 19　コピーされた経営指標

作型・品目などは自由に変更できます。ここでは、新しく作られた指標の作型・品目などを「夏作」

に変更します（図 20）。新しく作られたコピーを保存するには、ショートカットメニュー [Z_eDB]

の [ 確定 ]または [閉じる ]をクリックします。

＊　作目と作型・品目などがどちらも同じ名称の経営指標は、同一の営農計画案の作成には利用

できません。

図 20　作型・品種などを夏作に変更した経営指標
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（5）経営指標は、作期を前進や後退させることができます。ここでは、作期を前進させる方法を

示します。上記（3）～（4）に従い、作目「キャベツ」作型・品種など「夏作」の編集シー

トを開き、コピーを作ります（図 21）。ショートカットメニュー [Z_eDB]-[ 作期前進 ]をクリッ

クします。１回クリックする毎に、「１０アール当たりの作業労働時間」が１旬ずつ前進します。

図 21　作型・品種など「夏作」をコピーした経営指標

ここでは３回クリックして３旬前進した作型・品種などを例に示します（図 22）。圃場利用 / 始、

圃場利用 / 終など労働時間以外は自動的に変更されないので、必要に応じ変更します。作型・品種

などを「春作」に変更して保存します。20 ページ図 27 が表示されます。

図 22　図 21 から作期前進を３回クリックし作型名を春作にした経営指標
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＜参考：既にある経営指標を利用せず、新たに経営指標を作成する場合＞

【新たに経営指標を作成する手順】

経営指標のデータは計算の基礎となるため、地域の実態にあった平均的な収量・単価など労働時

間の数値であることが望まれます。実態にあった経営指標を作成する必要があります。

（1）Z-BFM では、次の手順で指標データの新規入力が可能です。

・経営指標シートでショートカットメニュー [Z-BFM]-[ 経営指標 ]-[ 新規登録 ]（図 23）をクリッ

クします。

＊単位は 10a あたり

図 23　経営指標の新規シート

・図 24 のようにデータが入っていない編集画面が表示されるので、データを入力します。

図 24　指標新規登録画面
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＊　図16が表示されている場合は、図25が表示されますので、[はい]をクリックし、指標編集シー

トのショートカットメニュー [Z_eDB]-[ 閉じる ]をクリックします。

図 25　新規登録の確認画面

＊　既存の経営指標に追加する場合は、図 18 の編集画面で [Z_eDB]-[ 追加（新規）] をクリック

します。図 24 のようにデータのない編集画面が表示されるので、データを入力します。

（3）入力後はショートカットメニュー [Z_eDB]-[ 確定 ]をクリックし、続いて [閉じる ]をクリッ

クします。経営指標シートに戻ります。

図 26　新規登録された経営指標シート

これにより、より地域に即した最適計画案の作成につながります。
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６）最適計画案の作成

入力した労働条件と選択した栽培体系において、農業所得が最大になる作物の組合せ

や面積などを算出するとともに、複数の計画案を比較検証することができます。

最適計画案では、労働力と作目から農業所得が最大となる作付面積を計算することができます。

【手順】

（1） 17 ページ（5）で作成した経営指標を用意します。最適計画案に使用する指標のチェックボッ

クスをクリックします。チェック後、ショートカットメニュー [Z-BFM]-[ 最適計画 ]-[ 最適

計画案の計算 ]をクリックします。

図 27　最適計画への移行

（2）経営耕地・従事者・経営指標　等から営農計画モデルが作成され、最適計画案を計算し、新

しいシートに出力されます（図 28）。

（3）別シートには「最適計画案 1」として、計算結果の詳細やグラフが示されます（図 29-1、

29-2、29-3）。

（4）作目を変更したい場合は、「経営指標」のシートに戻って当該作物を選択し、ショートカット

メニュー [Z-BFM]-[ 最適計画 ]-[ 最適計画案の計算 ] をクリックすることで算出することが

できます。

― 20 ―



（5）最大５つの計画案まで保持できます。５つ以上になると先に出力したデータから順に削除さ

れます。削除したくない場合は、下図の赤丸印のチェック欄を■にすることでデータが保持

されます。

図 28　最適計画案一覧

＊　「現状」には、経営概況に入力した経営耕地面積と労働力が自動的に反映されます。
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図 29-1　最適計画案１
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図 29-2　最適計画案１の作目別旬別の労働時間および作付面積
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（5）作目別旬別労働時間のグラフでは、グラフ上に作業名を表示することができます。「作業名

称設定」ボタン（図ａ）をクリックして、作業設定画面（図ｂ）を開きます。設定したい作 

目、月日、作業を選び「リストに追加」ボタンをクリックした後、「選択結果を反映」ボタン

をクリックすると、作目別旬別労働時間グラフ（図ａ）上に作業名が表示されます。

＊　作業名は、「シートの保護」を解除することにより、書式の変更やグラフ上の表示場所を移動

させることができます。

―26―
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（6）担当者のメモ欄（図 29-3）の「評価欄」に、経営計画案の評価等を記入できます。

なお、「固定評価項目」の項目名は自由に変更できます。

図 29-3　最適計画案１つづき
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７）試算計画実行

試算計画では、これまで比較した案の「10a当たりの収量や販売単価、労働力、労

働費など」を変更することができます。これにより、収量・単価などの変化が経営

成果に及ぼす効果を検討できます。

試算計画では農業経営について、規模拡大や作物の組み合わせの妥当性を事前に検討できます。

また、収量、単価、生産費、労働時間などを実態に応じて修正できます。

【手順】

（1）[ 営農条件 ] のシートを開き、ショートカットメニュー [Z-BFM]-[ 試算計画 ]-[ 試算計画実

行表の作成 ]をクリック（図 30）すると新しいシート（図 31）が出力されます。

図 30　試算計画表一覧への移行
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図 31　試算計画の内訳

（2）試算計画実行表内の水色で示される欄を修正し、[ 試算計画一覧に転記 ] をクリックするこ

とで転記されます。

　作付面積については、最適計画案と同様の計算での数値が初めに出力される仕組みになっ

ています。
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８）試算計画一覧

現状と修正した計画案などを、比較するための一覧です。

【手順】

（1）試算計画一覧シートでも、５つまでのデータを保持できますが、それ以上になると先に出力

したデータから削除されていきます。

（2）削除したくない場合は、下図の赤丸印のチェック欄を■にすることでデータが保持されます。

図 32　試算計画一覧
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４. ファイルを保存する

１）全体を保存する場合

Z-BFMで処理したデータは、Excelブックとして全シートを保存することが可能です。ショートカッ

トメニュー［Z-BFM］-［ブックの保存］-［名前を付けて保存］（図 33）をクリックします。ファイ

ルの拡張子は、Excel2003 までは「xls」を、Excel2007 以降は「xlsm」または「xls」を指定します。

保存した Excel ファイルを、Excel2003 までの Excel で利用することがある場合には、「xls」で保

存しておいた方がよいでしょう。拡張子が「xlsm」のファイルは Excel2007 以降のファイル形式の

うちで Excel のマクロを保存できるファイルですが、Z-BFM で利用した Excel ブックにはマクロが

記録されていますので、この形式を選択して保存します。

図 33　ショートカットメニュー［Z-BFM］-［ブックの保存］による保存

２）ファイルの一部を保存する場合

「経営概況」「経営指標」「営農条件」の各シートの項目は、個別にテキストファイルとして保存す

ることができます。ショートカットメニュー［Z-BFM］のそれぞれの項目をクリックすると、［上書

き保存］と［名前を付けて保存］の項目が表示されます（図 34）。初めて保存する場合などには［名

前を付けて保存］を選択し、すでに保存していたファイルを修正して保存する場合などには［上書

き保存］を選択します。保存のフォームがでるので、ファイル名を入力すると拡張子を付けて保存

されます。（経営概況は bfs、経営指標は bfm、営農条件は bfc の拡張子がつきます。）

図 34　ショートカットメニュー項目からの保存
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５．保存したファイルを開く

１）ファイル全体を開く場合

Excel ブックとしてファイル全体を保存している場合、Z-BFM を起動させる際に表示される図 35

の画面で [既存のデータファイルを利用する ]を選択します。

図 35　システム起動時のメニュー画面

２）個別のファイルを開く場合

[経営概況][経営指標][営農条件]の個別ファイルを開く場合、ショートカットメニュー[Z-BFM]

のそれぞれの項目をクリックし、表示されるメニューから [開く ]をクリックしてください。

＊　Z-BFM がバージョンアップされた場合、旧バージョンで作成した経営指標は再作成すること

をお勧めいたします。再作成は、各個別ファイルを新しいバージョンの Z-BFM で読み込み、

最適計画案を作成することで行えます。
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６．最適計画案を印刷する

１）最適計画案の全てを印刷する場合

【手順】

（1）[最適計画案一覧]のシートを開き、ショートカットメニュー[最適計画案一覧メニュー]-[全

印刷 ]（図 36）をクリックします。

図 36　最適計画案の全印刷

（2）印刷用の新しいブック（図 37）が開きます。表紙の〇〇およびコメント欄は自由に記載がで

きます。

図 37　最適計画案の印刷用ブック
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（3）Excel の印刷機能を使うことで印刷できます。

＊　印刷のプロパティで印刷対象を「ブック全体」に指定すると、すべてのシートを印刷します。

（4）作成された印刷用ブックは Excel の保存機能を使って保存できます。

２）最適計画案の一部を印刷する場合

【手順】

（1）[ 最適計画案 1] など印刷したい最適計画案のシートを開き、ショートカットメニュー [ 最適

計画案メニュー ]-[ 印刷 ]（図 38）をクリックします。

図 38　最適計画案１の印刷

（2）印刷用の新しいブックが開きますので、Excel の機能を使って印刷や保存ができます。
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７．試算計画案を印刷する

１）試算計画案の全てを印刷する場合

【手順】

（1）[試算計画案一覧 ]のシートを開き、ショートカットメニュー [試算計画一覧メニュー ]-[ 全

印刷 ]（図 39）をクリックします。

図 39　試算計画案の全印刷

（2）印刷用の新しいブック（図 40）が開きます。表紙の○○およびコメント欄は自由に記載がで

きます。

図 40　試算計画案の印刷用ブック
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（3）Excel の印刷機能を使うことで印刷できます。

＊　印刷のプロパティで印刷対象を「ブック全体」に指定すると、すべてのシートを印刷します。

（4）作成された印刷用ブックはエクセルの保存機能を使って保存できます。

２）試算計画案の一部を印刷する場合

【手順】

（1）[ 試算計画案一覧 ] のシートを開き、[ ケース１] など印刷したい試算計画案の列のいずれか

のセルを選択し、ショートカットメニュー [ 試算計画一覧メニュー ]-[ 選択列印刷 ]（図 41）

をクリックします。

図 41　ケース１（試算計画案１）の印刷

（2）印刷用の新しいブックが開きますので、Excel の機能を使って印刷や保存ができます。
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